
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

内　線

E-mail

担
当
課

林務部森林づくり推進課

3255

shinrin@pref.nagano.lg.jp

判　定　・　説　明

県の関与を見直す
余地

83 62

・間伐の実施面積が年々増加していることから、県単造林事業に
対するニーズは高く維持している。
・森林法第１９３条に規定された補助事業を補完する事業であ
り、当面県の関与及び事業改善の余地はない。

b

■　横ばい □　減少

■　当面余地なし

□　増加

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・長野県森林づくりアクションプランに基づく間伐計画の実行確保を図るために、市町村や事業主体等との協働に
より、計画的な推進に努める。
・国は、間伐への補助施策を搬出限定としたことから、本事業では国の支援対象とならない、切捨間伐や所有者自
ら実施する間伐への支援に対応する必要がある。

特記事項

⑤
事
業
の
課
題

区　分

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明事業改善（有効性・

効率性）の余地
□　余地あり

□　余地あり□　余地なし ■　当面余地なし

□　余地なし

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

　長野県森林づくりアクションプランに基づき、H23
年度は24,000haの間伐を実施する内、県単造林で
は140haを目標とする。

H23年度の実績は164haの間伐を実施し、アクションプラン間伐量では
23,888ha（100％）で、概ね期待通りの成果を得た。 期待どおり

左記以外のH23年度実績

アクションプランの間伐実施面積（活） ha 22,368 23,888 24,000

23年度 24年度（見込）

・植林：10ha
・枝打ち、つる切り等の保育施業：6ha
・歩道整備：450m

（効率指標算出式）
事業費のうち間伐分／県単造林事業の間伐面積

県単造林事業の間伐実施面積（活）

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

72

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
間伐面積当たり実施単価

千円/ha

22,718 22,718

ha 220

189

164

9,149 9,084 9,084

1.10 1.10

23年度事業費の主な内訳

千円 13,634 13,634 ・補助金：12,271千円
・物件費等：1,363千円

千円 13,634 13,634 ―

千円

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 1.10

千円 22,783

千円

23年度 24年度（当初）

13,634 13,634

13,634

13,634

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　森林のもつ公益的機能が十分発揮できるよう、間伐、造林、下刈などの森林整備を実施し、健全な森林の育成を図る。

対　象 　市町村、財産区、一部事務組合、森林整備法人、森林所有者、森林組合、生産森林組合、森林施業計画作成者等

目指すべき姿
　適切な森林整備を実施することにより、森林の持つ公益的機能の維持及び向上を図り、林地災害の防止や地球環境の保
全を推進する。

事業内容
　国庫補助対象とならない高齢級や小規模の間伐、歩道整備、つる切り等に対して補助する。
　(補助率：【県】5/10以内)
　※対象は、県有林、市町村有林及び公共造林事業で除間伐を実施した森林を除く県内の民有林

森林造成事業補助金交付要綱、間伐対策事業等実施要領

実施方法
国庫･
県単

　県の補助

実施期間 S53 根拠法令等

県単独公共

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 1-01,1-02,2-04,3-08 部・課

事　業　名 県単造林事業(県単【造林】)

09 04 08


